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⚫JFUNU STUDY TOUR ４年ぶりの開催

京都大学防災研究所 見学

⚫歌舞伎鑑賞会 Discover Kabuki

2023年7月4日、早朝の品川駅に集合し、今年7月で修了す
る学生9名とともに新幹線で京都駅へ。残念ながら、車窓か

ら富士山を望むことはできませんでしたが、学生たちは訪
問先への期待でいっぱいです。京都駅で在来線に乗り換え、
防災研究所のある京都大学の宇治キャンパスへ向かいま
したが、この路線は観光名所である伏見稲荷大社の最寄り
駅を通るため、車内は通勤ラッシュ並みの大混雑。学生た
ちは観光客の多さにびっくり。コロナ禍を経て、旅行ができ
るような環境に戻ったことを実感しました。

到着して、まず地震災害研究センターを見学。ここでは日
本各地の地殻活動観測データをリアルタイムで収集してお
り、日本が地震国であることを目の当たりにしました。

直井誠助教の丁寧なレクチャーののち、質疑応答の時間と
なり、様々な質問が投げかけられました。次に地すべり再
現試験機のある研究室を見学。ここでは、王功輝教授の情
熱あふれるレクチャーがあり、時間ぎりぎりまで質疑応答が
続く状態になりました。今回の見学会をアレンジしてくださっ
た渦岡良介教授は「さすが、質問が鋭いね。」と感心されて
いました。

JFUNU Study Tour  ４年ぶりの開催！
京都大学防災研究所 見学 

中北所長、渦岡教授を囲んで記念撮影

国連大学協力会では、国連大学サステイナビリティ高等研究所大学院プログラムで学ぶ学生たちに日本を代表する
先端企業の現場を紹介する見学会（JFUNU Study Tour）を年2回ご案内しています。
コロナ禍以降、開催を見合わせておりましたが、ようやく今年再開することができました。JFUNU Study Tourの開催は
2019年7月以来！行き先は、京都府宇治市にある京都大学防災研究所です。

ランチタイムの後は、中北英一所長による「防災研究所の紹
介と地球温暖化に関する研究」の講演となりました。（タイト
ル”No-regret climate change adaptation with a paradigm-
shift of the water-related disaster in Japan”） 特に防災と行

政との関わり方に興味を持った学生が多く、次々と質問が出
てきました。最後に中北所長から、研究内容を信頼してもら
うためには時間がかかるということ、そして違う分野とのコ
ミュニケーションが大事だと、将来母国を背負って立つであ
ろう学生たちに力強いエールが贈られ、心に深く響いたよう
でした。

今回は学生たちに自由に旅行を楽しんでもらいたいと考え、
現地で解散することに。学生たちは京都市内に戻り、各々プ
ランを立てて観光を楽しみました。中には西日本各地を巡る
旅行を楽しんだ学生もいたようです。この日の京都は、今年
初の猛暑日（35℃越え‼）で、盆地特有の蒸し暑さも体験でき、
参加者全員にとってとても印象に残る見学となりました。

学生たちの出身国は
ガーナ、タンザニア、フィリピン、インドネシア、オランダ、スリランカ

質問に答える直井助教 王教授のレクチャー



国連大学協力会では、日本の伝統文化に触れてもらう
機会として、国連大学サステイナビリティ高等研究所大
学院プログラムで学ぶ学生たちを、毎年歌舞伎鑑賞会
にご招待しています。今年は2023年6月23日に国立劇

場で開催された外国人のための歌舞伎鑑賞教室
「Discover KABUKI 日本振袖始 –八岐大蛇と素戔嗚尊-
（にほんふりそではじめ -やまたのおろちとすさのおの
みこと-）」を鑑賞しました。この日参加したのは、ガーナ
やインドネシアをはじめとする4か国出身6名の学生たち。

開演前の舞台には、大きく「歌舞伎」と書かれたプロジェ
クションマッピングの演出に、これから始まる舞台への
期待が高まります。

国連大学協力会では、国連大学サステイナビリティ高等研究所大学院プログラムで学ぶ学生への奨学金として、
彼らの日本での生活を支援する「jfScholarship for UNU賛助会員制度」を設けています。
本法人への寄付には公益財団法人としての税制上の優遇措置が適用され、寄付者は所得税・法人税の控除が
受けられます。個人の寄付については内閣府より税額控除制度の適用も認められております。

詳しくは
こちら

https://www.jfunu.jp/support/

The stage design, story and 
play were interesting.

チャリボンの
利用方法

国連大学大学院生を支援しませんか？ ～jfScholarship for UNU賛助会員～

I think the Kabuki is perfect. 

前半は、歌舞伎のイロハを学ぶ、中村虎之介さんと元フジ
テレビアナウンサーの木佐彩子さんとの英語を交えた解説
「歌舞伎のみかた」。後半は歌舞伎の演目が披露されまし
た。近松門左衛門が日本神話に基づく伝説を題材に書き
下ろした作品です。八岐大蛇の化身である岩長姫が八つ
の頭の大蛇に変化する様子は、頭を演じる7名の黒子が登

場するという歌舞伎ならではの演出。クライマックスである
大蛇と素戔嗚尊の戦いの場面は、ダイナミックな立ち廻り
と迫力ある音楽に学生たちも固唾をのんでいました。日本
の伝統文化に触れることで、学生の皆さんが日本をもっと
理解し、今後の交流につなげていってくれたら、私たちもと
ても嬉しく思います。

I think the event was highly successful 
from the tour of different laboratories 
and the lecture from the director. It 
was an exciting and interesting event.

I was impressed to see how a country like Japan has 
organized the collection of disaster data in such a central 
way, where the Disaster Prevention Research Institute Kyoto 
University obtains it, analyses it and then sends it out so 
authorities and the public can act accordingly. 

Their labs are very well equipped, 
and they have  an extensive 
network of global collaborations. 

Here, I was impressed 
by detailed research 
conducted after a 
landslide using the 
soil. That was 
something new to me.

地すべり研究については地すべりの多い国出身者として、
興味深い内容だった。

京都大学防災研究所の活動が政府
からの信頼を勝ち得たことに非常に
感銘を受けた。

他の卒業生と一緒に過ごすこと
ができたのも、学位取得を終えた
お祝いのようで楽しかった。
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